アシネにおける後期青銅器時代IIIC期から原幾何学文様期にかけての埋葬資料 by 髙橋 裕子
The aim of this paper is twofold: first, to build a database of the graves at 
Asine in Argolid, Greece, from the Late Helladic IIIC to the Protogeometric 
periods; second, the analysis of the graves based on this database, delineating 
the characteristics of the cemeteries and the graves, burial customs etc. at 















































































































































































２　拙稿「アシネ」執筆以後入手した文献として、Lindblom, Nordquist & Mommsen 2018, 
Macheridis 2017a, 2017b, 2018, Yioutsos 2017. 
３　比較的最近報告された調査として、AD 64, B’1, Chronika 2009 , 2014,  277-278, 287-290, 
AD 65, B’1a, Chronika 2010 , 2016, pp.420-422.





８　Cavanagh & Mee, 31.
９　Cf. Sjoberg 2004, 41, 105.














14　Cf. Takahashi 2009, 257-258．またアルゴス同様に屈葬を採用しているミケーネに関して
は、拙稿「初期鉄器時代のミケーネ―埋葬資料の検討」『史苑』第81巻第１号、2020年、
121を参照。


















２）。その内の７基における発掘報告がAsine  I において公表されている２。た
だし1920年代の発掘であるため、詳細な記録が欠けていることが多い３。この
墓域Ⅰがミケーネ時代のアシネの中心的な埋葬地であり、またその使用時期は
後期青銅器時代 II ～ IIIC期という長期にわたっていることが確認されている４。
１号墓
主要報告：Asine  I, 154-161, 359-377.
他の文献：Persson 1923, 33-38, Frödin & Persson 1925, 41-45, Furumark 1944, 
210, Asine  II:4-1, 21-22, Gillis 1994, Mountjoy 1996, Hughes-Brock 





















































主要報告：Asine  I, 162-170, 377-391.
他の文献：Frödin & Persson 1925, 45-49, Krzyszkowska 1996, Gillis 1996, 93, 
Sjöberg 2004, 98-9923.
時　　期：後期青銅器時代IIIC期









































主要報告：Asine  I, 175-179, 393-400.
他の文献：Frödin & Persson 1925, 51-53, Gillis 1996, 93, Sjöberg 2004, 100-10136.
時　　期：後期青銅器時代IIIC期



















主要報告：Asine  I, 179-182, 400-407.

















主要報告：Asine  I, 182-188, 407-421.




















19号墓（Οικόπεδο αδελφών Γρηγ. Νιώτη）

















みでAsine  I に報告された52。
２号墓（Οικόπεδο Σπύρου Γογωνά）
主要報告：AD 50, B’1, Chronika 1995 , 2000, 103.
時　　期：後期青銅器時代IIIC期
























主要報告：Asine  I, 129, 144, 425.











主要報告：Asine  I, 129-130, 144.
時　　期：原幾何学文様期または幾何学文様期か？























主要報告：Asine  I, 130, 144.













主要報告：Asine  I, 130, 144.





























主要報告：Asine  I, 130, 144.
時　　期：原幾何学文様期または幾何学文様期か？







主要報告：Asine  I, 130-131, 145, 425, 427.











主要報告：Asine  I, 131, 145, 425.

























主要報告：Asine  I, 132, 145, 425.














主要報告：Asine  I, 132, 145.








主要報告：Asine  I, 132, 145.
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主要報告：Asine  I, 132, 145, 425.













主要報告：Asine  I, 132, 145, 425, 427-428.











bronze wire）と報告されている。他に炭化物（particles of charcoal）も発見
された。
P.G.19号墓











































































主要報告：Asine  I, 134-135, 145, 425, 428-429.
















主要報告：Asine  I, 135, 145, 425, 429.










主要報告：Asine  I, 135, 145, 425, 430-431.













主要報告：Asine  I, 135-136, 145.














主要報告：Asine  I, 136, 145.









主要報告：Asine  I, 136, 145.










主要報告：Asine  I, 136, 145.
時　　期：原幾何学文様期または幾何学文様期か？









































主要報告：Asine  I, 137, 145, 425, 431.












主要報告：Asine  I, 137, 145, 425, 431.











主要報告：Asine  I, 137-138, 145, 425, 431.
他の文献：Asine  II:4-1, 22, Asine  II:4-3, 284, Lemos 2002, 92.
時　　期：原幾何学文様期または幾何学文様期か？

































主要報告：Asine  I, 138, 145, 425.





























主要報告：Asine  I, 139, 145, 425.















主要報告：Asine  I, 139, 145, 425.






























他の文献：Asine  II:4-1, 21-22, 24, Asine  II:4-3, 283, Kilian-Dirlmeier 1984, 80, 


















主要報告：Boreas 4:1, 38-39, Boreas 4:2, 93, 107-108.





















主要報告：Boreas 4:1, 79-80, Boreas 4:2, 93, 117.











主要報告：Boreas 4:1, 72-74, Boreas 4:2, 93, 114.































主要文献：Asine  II:4-1, 11, 22, 25, 28-31.










Mathesis Universalis Volume 22, No.2／マテシス・ウニウェルサリス　第22巻　第２号
－254－
1970-9（“4A”）号墓
主要文献：Asine  II:4-1, 11, 21-22, 25, 28-31.












主要文献：Asine  II:4-1, 11-12, 22, 28-31.













主要文献：Asine  II:4-1, 9, 20, 22, 31.












主要文献：Asine  II:4-1, 15-16, 21-22, 28, 31.












主要文献：Asine  II:4-1, 16-19, 26-31.


























主要文献：Asine  II:4-1, 9, 20, 22, 31.





北側の遺体（I, H, 1（68 As））は43歳の女性で、遺存状態が悪い。また別の
遺骨よりも小さい。頭部は南西側に置かれており、顔は北を向いている。南側




主要文献：Asine  II:4-1, 9, 20, 22, 31.













判然としない（AD 50, B’1, Chronika 1995 , 2000, 103, n.36, 104）。ただし、ここで報告さ
れている19号墓（Οικόπεδο αδελφών Γρηγ. Νιώτη）が墓域Ｉに属すると思われるので、
墓域Ｉのみの数でそれまでに18基発掘されていた可能性が高い。
２　墓域の概要に関しては、Asine  I, 151-154, cf. Mountjoy 1996, 47.
３　Asine  I の報告を補う文献として、Sjöberg 2004, chap.7. ただし元来記録が取られていな
い事柄に関しては、当然のことながら不明のままである。
４　Mountjoy 1999, 67, Sjöberg 2004, chap.7.
５　この墓の関連文献の詳細に関しては、cf. Takahashi 2009, 663.
６　 Mountjoy 1996, 63-64.
７　この墓を造営した人々に関して「ほとんどトロス墓クラス」と表現している研究者も存
在する（Hughes-Brock 1996, 70）。






掘られたと推測する意見と（Asine  I, 160）、北側の羨道が忘れ去られて、何世紀か後に
新しく墓を造るために南側が掘られたところ、偶然にこの墓の玄室にぶつかったという
意見とがある（Asine  I, 356-357）。　
　　　それのみならず、南側の羨道が新しいという報告書の見解に反する意見が提出された
こともある（Furumark 1944, 210, cf. Moutjoy 1996, 50）。この墓の資料を詳細に検討し
たマウントジョイは、北側の羨道が古く、おそらくそれが安全ではなくなったことから、
南側が掘られたという解釈を提示している（Mountjoy 1996, 49, 62-63）。
10　Asine  I, 158-159, Mountjoy 1996, 48. 北側の羨道の墓をL.H.12、南側の羨道の埋葬を
L.H.10という名称で記載している文献として、Asine  II:4-1, 21がある。またAsine  II:4-
1, 21ではL.H.10を土壙墓（pit grave）と記しているのに対して、Asine  I, 159 および
Mountjoy 1996, 48では墓壙の存在を示唆する記述は見受けられない。
11　Asine  I, 160.
12　Asine  I, 161.
13　Furumark 1944, 210. Cf. Mountjoy 1996, 48, fig.1.
14　Mountjoy 1996, 56-57.
15　Mountjoy 1996, 56, 59.
16　Mountjoy 1996, 50, 64.
17　Mountjoy 1996, 64.
18　Hägg 1974, 49-51, Asine  II:4-1, 21.
19　Asine  I, 160. 追葬を行う際に灯りが必要だったとも考えられるのではないか。
20　Mountjoy 1996, 64-66. 筆者は以前にこの墓からは「後期青銅器時代IIB ～亜ミケーネ期




21　Cf. Gillis 1994, Hughes-Brock 1996, Beck 1996.
22　Hughes-Brock 1996, 74.
23　この墓の関連文献の詳細に関しては、cf. Takahashi 2009, 666.
24　Asine  I, 162.
25　Asine  I, 167.
26　Asine  I, 167.




30　Asine  I, 165.
31　この墓の関連文献の詳細に関しては、cf. Takahashi 2009, 667.
32　Asine  I, 173-174.




36　この墓の関連文献の詳細に関しては、cf. Takahashi 2009, 668.
37　Furumark 1944, 198, Mountjoy 1999, 78, Sjöberg 2004, 101.
38　Asine  I, 179, 398. これらの土器に関しては、Mountjoy 1999, 159, no.323, 170, no.359, 174, 
no.363. マウントジョイは後期青銅器時代IIIC期中期と判断している。
39　Sjöberg 2004, 101.
40　この墓の関連文献の詳細に関しては、cf. Takahashi 2009, 670.





45　この墓の関連文献の詳細に関しては、cf. Takahashi 2009, 671.
46　Mårtensson 2002.
47　Mårtensson 2002, 45.
48　Asine  I, 421. Cf. Sjöberg 2004, 102.
49　Asine  I, 186.
50　報告では墓域Ⅰとは記載されていないが、筆者が文章からそのように判断した（AD 50, 
B’1, Chronika 1995 , 2000, 103-104）。
51　報告では不整形な円形と記されているが、図面では台形状に見える（AD 50, B’1, 
Chronika 1995 , 2000, 104, fig.4）。




B’1, Chronika 1995 , 2000, 103）。
54　AD 50, B’1, Chronika 1995 , 2000, 103. ただし平面図では円形のようには見えない（AD 
50, B’1, Chronika 1995 , 2000, 104, fig.3）。
55　AD 50, B’1, Chronika 1995 , 2000, 103. 墓壙１の２体の遺骨について、かつて筆者は双方
が後期青銅器時代IIIA1期の埋葬であり、IIIC期に入ってから何らかの理由で土器のみが




57　Boreas 4:4, 43-49, Mountjoy 1999, 67.
58　この調査区の墓に関する詳細な関連文献に関しては、cf. Takahashi 2009, 678-699.
59　Asine  I, 130, fig.111A.
60　“left arm bent with the hand above the hip”（Asine  I, 132）．
61　Asine  II:4-1, 21.
62　発掘報告では水差し（jug）と記載されているが（Asine  I, 428, Tomb P.G.18, no.2）、レ
モスはレキュトスと判断している（Lemos 2002, 74）。高さから考えて、レキュトスの方
が適切であろう。
63　Asine  I, 425.
64　Asine  I, 425.
65　Asine  I, 425.
66　水差し（jug）と報告されたが（Asine  I, 431, Tomb P.G.27, no.2）、むしろレキュトスで
あろう（Lemos 2002, 74）。
67　Asine  I, 135, 425.
68　形は“oblong”と記載されている（Asine  I, 136）。
69　“Cenotaph?” と記載されている（Asine  I, 136）。
70　Asine  II:4-1, 21.
71　一部が39号墓の下に位置している。私見ではおそらくそれが理由ではないかと思われる
が、後期青銅器時代の可能性が記載されている（Asine  I, 139）。
72　Cf. Asine I, 129, Hägg 1965, 117. この項目の墓２基の関連文献に関する詳細は、cf. Takahashi 
2009, 699. またそこでは“Τάφοι στα Βορειοανατολικά του Λόφου της Μπαρμπούνας” と
記されているが、“Νοτιοανατολικά”の間違いである。
73　Hägg & Nordquist 1992.
74　この墓の他の関連文献に関しては、cf. Takahashi 2009, 675.
75　Boreas 4:1, 38, fig.18, 39, fig.19.
76　Boreas 4:2, 93, 107.
77　この墓の他の関連文献に関しては、cf. Takahashi 2009, 676.









り北側と東側である（Asine  II:4-1, 12, fig.6）。
84　原幾何学文様期の可能性が最も高いという記載（Asine  II:4-1, 9）と、原幾何学文様期も
しくは幾何学文様期双方の可能性を推測する記載（Asine  II:1, 85）の両方がある。
85　原幾何学文様期の可能性が最も高いという記載（Asine  II:4-1, 9）と、原幾何学文様期も
しくは幾何学文様期双方の可能性を推測する記載（Asine  II:1, 85）の両方がある。
86　原幾何学文様期の可能性が最も高いという記載（Asine  II:4-1, 9）と、原幾何学文様期も
しくは幾何学文様期双方の可能性を推測する記載（Asine  II:1, 85）の両方がある。
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図４　墓域Ⅰの１号墓玄室平面図（出典：Mountjoy 1996, 48, fig.1）
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図５　墓域Ⅰの１号墓出土の後期青銅器時代ⅠⅠC期のアンフォリスコス
（高さ17.2-17.7cm、出典：Mountjoy 1996, 57, fig.9:4）
図６　墓域Ⅰの１号墓出土の亜ミケーネ期の鐙壺




（高さ8.9-9.1cm、出典：Mountjoy 1996, 62, fig.14）
図８　墓域Ⅰの２号墓平面図（上）と断面図（下）（出典：AsineⅠ, 164, fig.139）








































石壁は墓とは別個の遺構（stone wall A 72.38）、出典：Boreas 4:1, 73, fig.70, 75, fig.74）
②
①
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図27　1970-15号墓内部から出土した手びねりの水差し
（出典：Lemos 2002, pl.101:2）
図28　1970-15号墓出土の鉄製指輪（上）と鉄製フィブラ（下）
（出典：AsineⅠ:4-1, 18, fig.25）
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